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崎
本
教
授

江
戸
川
大
学（
駒
木
キ
ャ
ン
パ
ス
）

日
本
修
学
旅
行
協
会
は
、
発
刊

し
た
「
教
育
旅
行
年
報

デ
ー
タ

ブ
ッ
ク
２
０
２
２
」
の
中
で
、
全

国
の
中
学
校
、
高
等
学
校
が
２
０

２
２
年
度
に
行
っ
た
国
内
修
学
旅

行
の
実
施
率
を
発
表
し
て
い
る
。


年
度
は
前
年
度
と
同
様
に
コ

ロ
ナ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
が
、

中
学
校
で
の
修
学
旅
行
実
施
率
は

全
体

・
３
％
、
国
公
立

・
５

％
、
私
立

・
７
％
で
、
前
回
調

査
（
全
体

・
８
％
、
国
公
立


・
５
％
、
私
立

・
８
％
）
か
ら

大
幅
に
上
昇
し
た
＝
表
１
。

地
域
別
の
実
施
率
は
、
北
海
道

（

・
６
％
）
、
近
畿
（

・
６

％
）が
高
く
、四
国（

・
３
％
）、

関
東（

・
３
％
）が
低
か
っ
た
。

高
等
学
校
で
の
修
学
旅
行
実
施

率
は
全
体

・
１
％
、
国
公
立


・
９
％
、
私
立

・
３
％
で
、
前

回
調
査
（
全
体

・
２
％
、
国
公

立

・
０
％
、
私
立

・
３
％
）

か
ら
大
幅
に
上
昇
し
た
＝
表
２
。

地
域
別
の
実
施
率
は
、
北
海
道

（

・
３
％
）
、
近
畿
（

・
９

％
）
な
ど
が
高
く
、
関
東
（

・

６
％
）
や
四
国
（

・
０
％
）
な

ど
が
低
か
っ
た
。

中
学
校
、
高
等
学
校
と
も
に
前

回
調
査
に
引
き
続
き
海
外
修
学
旅

行
の
実
施
報
告
は
な
く
、
す
べ
て

国
内
修
学
旅
行
だ
っ
た
。

江
戸
川
大
学
は
千
葉
県
流

山
市
の
駒
木
キ
ャ
ン
パ
ス
で

観
光
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
（
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
・
東
武

ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
）

か
ら
無
料
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

６
分
、
徒
歩
だ
と

分
の
便

利
な
場
所
に
立
地
し
て
い

る
。同

大
の
ル
ー
ツ
は
１
９
３

１
年
設
立
の
城
東
高
等
家
政

女
学
校
。
「
教
養
あ
る
堅
実

な
女
性
の
育
成
」
を
教
育
理

念
と
し
、
そ
の
指
針
と
し
て

「
誠
実
」「
明
朗
」「
喜
働

き
ど
う

」

の
三
つ
を
掲
げ
た
。
現
在
、

学
校
法
人
江
戸
川
学
園
は
、

１
９
９
０
年
に
開
学
し
た
江

戸
川
大
学
を
は
じ
め
小
・
中

・
高
・
専
門
学
校
の
計
７
校

で
、
約
７
千
人
の
学
生
、
生

徒
、
児
童
が
学
ぶ
総
合
学
園

と
な
っ
て
い
る
。

江
戸
川
大
学
と
し
て
の
教

育
理
念
は
「
人
間
と
し
て
の

優
し
さ
に
満
ち
、
普
遍
的
な

教
養
と
時
代
が
求
め
る
専
門

性
に
よ
り
社
会
貢
献
で
き
る

人
材
の
育
成
」
。
つ
ま
り

「
人
間
陶
冶
」
を
掲
げ
て
い

る
。
「
情
報
力
を
磨
き
、
国

際
力
を
育
て
る
」
た
め
、
同

大
学
で
は
開
学
以
来
、
学
生

全
員
に
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
を
無
償
貸
与
。

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
留
学

を
支
援
す
る
奨
学
制

度
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ス
タ
デ
ィ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
も
整
う
。
同

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

「
入
学
時
英
検
２
級

以
上
で
初
年
次
学
費


万
円
減
免
＋
夏
季

海
外
研
修
費
用
免

除
」
「
留
学
費
用
約

３
０
０
万
円
を
大
学
が
全
額

支
給
」
「
帰
国
後
の
学
費


万
円
減
免
」
と
極
め
て
手
厚

い
。同

大
は
、社
会
学
部（
現
代

社
会
学
科
、人
間
心
理
学
科
、

経
営
社
会
学
科
）
と
メ
デ
ィ

ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

部
（
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
、
情
報
文
化
学

科
、
こ
ど
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
）
の
２
学
部
６

学
科
制
。
観
光
教
育
は
社
会

学
部
現
代
社
会
学
科
（
定
員


人
）
が
担
っ
て
い
る
。

同
学
科
は
「
観
光
学
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」
「
テ
ー
マ
パ
ー
ク

・
観
光
ま
ち
づ
く
り
学
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」
「
文
化
人
類
学
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
」
「
民
俗
学
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
」
「
環
境
学
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
」
「
自
然
と
人
間
の
共

生
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
「
博
物

館
学
・
文
化
遺
産
学
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
」
「
レ
ジ
ャ
ー
社
会
学

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
「
ス
ポ
ー
ツ

社
会
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
競

技
）
」
「
ス
ポ
ー
ル
社
会
学

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
公
共
）
」
の


ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を

人
の
教

員
が
担
当
し
て
い
る
。

観
光
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
担

当
す
る
学
科
長
の
崎
本
武
志

教
授
は
「
現
代
社
会
学
科
の


ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
全
て
『
観

光
』
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
話

す
。
同
教
授
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
出

身
。
日
本
国
際
観
光
学
会
の

会
長
、
鉄
旅
オ
ブ
ザ
イ
ヤ
ー

の
審
査
委
員
も
務
め
て
い

る
。「

社
会
学
部
現
代
社
会
学

科
で
は
、
社
会
学
を
基
盤
に

し
た
基
礎
的
な
知
識
と
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
調
査
手
法

を
身
に
付
け
、
多
様
な
研
究

領
域
か
ら
社
会
の
課
題
解
決

に
ア
プ
ロ
ー
チ
。
『
現
場
で

学
び
、
問
題
に
切
り
込
ん
で

常
識
を
疑
い
、
解
決
策
を
提

示
す
る
』
と
い
う
一
連
の
流

れ
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

『
地
域
社
会
（
ヒ
ト
）
』

『
資
源
（
モ
ノ
）
』
『
制
度

（
し
く
み
）
』
と
い
う
三
つ

の
視
点
か
ら
現
代
社
会
を
捉

え
る
力
を
養
う
と
と
も
に
、

実
際
に
現
地
を
訪
れ
て
調
査

研
究
を
行
う
『
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
』
で
、
調
査
力
、
発

見
力
、
考
察
力
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
力
、
解
決
力
を
身
に
付

け
ま
す
。
３
年
次
か
ら
は


の
研
究
領
域
か
ら
興
味
関
心

に
合
っ
た
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
選

択
し
、
自
身
の
研
究
テ
ー
マ

を
探
求
し
て
い
た
だ
き
ま

す
」
（
崎
本
教
授
）
。

観
光
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
柏
駅
と
連
携
し

て
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
を
基
点
に
周

辺
地
域
の
魅
力
を
楽
し
む
イ

ベ
ン
ト
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン

グ
」
に
参
画
。
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
参
加
し
、当
日
の
受
付
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
の
利
用
方
法

の
案
内
な
ど
も
行
い
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
を
実
践
で
学
ぶ

場
と
も
な
っ
て
い
る
。

同
学
科
の
卒
業
生
の
就
職

先
は
、ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
、
秩
父

鉄
道
、
日
光
・
鬼
怒
川
リ
ゾ

ー
ト
鬼
怒
川
温
泉
山
楽
、
グ

リ
ー
ン
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
東
横
イ
ン
、

伊
東
園
ホ
テ
ル
ズ
、
休
暇
村

協
会
、ベ
ス
ト
ブ
ラ
イ
ダ
ル
、

ダ
イ
ナ
テ
ッ
ク
な
ど
。
観
光

・
観
光
関
連
業
界
へ
確
実
に

人
材
を
輩
出
し
て
い
る
。

観光業界での大きな課題の一つが「人材不足」だ。日本の成長戦
略の柱と位置づけられる観光だが、十分な働き手がなくてはその役
割を果たせない。コロナ禍からの回復、そして成長は人材確保が鍵
を握る。今回の企画特集は「観光関連の大学、専門学校」。明日の
観光業を担う優秀な人材を輩出する９校を紹介する。




